
第 1節第 1 次産業と地域

第 2章 くらしと産業

長崎県のじゃがいもとレタスの作付け面積 ( 令和 4年 )
（農林水産省　作物統計調査より）

　県内最大の農業地帯で
ある島原半島では , じゃ
がいも , レタス , だいこ
ん , はくさい , いちご ,
トマトなどが栽培されて
いる。
　なかでも戦後作り始め
られたじゃがいもは ,
1970( 昭和 45) 年ごろか

ら作付け面積が増え , 現在では , トマトやレタスとともにこの地域
のおもな農作物となっている。そこで , じゃがいもの生産について
JA 島原雲仙に聞き取り調査をした結果 , 次のことがわかった。
● じゃがいもは , 植付から収穫まで 3～ 4 か月程度かかる。また ,
　さまざまな時期に収穫できるようトンネル栽培，マルチ栽培
　(P38 参照 ) という方法がとられている。
●8月から 10月以外ほぼ一年中収穫している。
●収穫されたじゃがいもは ,JA を通じておもに東京や大阪などの
　市場やスーパーにトラックなどで直接出荷されている。
　今回調査してわかったことのうち「8 月から 10 月以外ほぼ一年中
収穫している。」ということについて ,「なぜ ,8 月から 10 月はじゃ
がいもを収穫しないのだろう。」という疑問が生まれてきた。そこ
で , このことについて次のような予想を考えてみた。

　そこで , これらの予想を確かめてみることにした。
　① について , じゃがいもの生育条件を県庁の農産園芸課に聞いて
みたところ , じゃがいもの生育に適した平均気温は ,10 ～ 23℃ であ
ることがわかった。気象庁のホームページで島原半島の気温と降水
量を調べてみると次のような結果であった。

〈予　　想〉
①島原半島の気候は,6月から7月がじゃがいもの生育時期としては不適当ではないのか。
②8月から10月は , 他の産地で多くのじゃがいもが収穫されるため値段が安くなり, 利益
　が少なくなることからこの時期には収穫しないように栽培しているのではないか。

（気象庁　気象統計資料より）

1　畑作の盛んな地域

島原　気温と降水量（令和5年）

（気象庁　気象統計資料より）
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このことから,島原でじゃがいもを8月 から10月 に収穫 しようとす

れば,6月 から9月 が生育時期に当た り,平均気温は23℃ を上まわる

ことから,「6月から9月 はじゃがいもの生育時期 としては不適当であ

じゃがいもの収穫量(令和5年)
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る。」ということがわかった。

②について,長 崎県のじゃが

いもの収穫量 は,全 国第2位 で

あった(令 和5年)。

第1位 の北海道は全国生産の

81.2%を しめていた(令 和5

年)。そこで,全 国一の収穫量の

北海道の気温と降水量を調べて

みるとじゃがいもの栽培に適 した10℃ ～23℃ の平均気温は5月 から

10月 の期間であり,北 海道の じゃがいもの収穫時期は8月 から10月

である。

この ことから,8月 から10月 は,北 海道の じゃがいもが大量に出

荷 されるためじゃがいもの値段が下が り,も しこの時期に出荷すれ

ば農家の利益 は少なくなると思われる。

北海道(帯広)気 温 と降水量(令 和5年)
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このような調査の結果から,じ ゃがいもが8月 から10月 に島原半島

で収穫されな い原因は,じ ゃがいもが冷涼な気候に適 した作物で,

8月 から10月 はじゃがいもにとって暑すぎて生育に適さないことと,

北海道の収穫時期が8月 から10月 であるためじゃがいもの値段 が下が

ることがわかった。

〈じゃがい もの栽培方法〉

○ トンネル栽培…ビニールやポリエチレンのフィルムを小型の トンネル状に覆

うことにより,霜 による被害を防ぎ寒い時期に育てることができる。

○マルチ栽培…ポ リエチレンのフ

ィルムで土の表面を直接覆い,

保温効果により寒い時期の発芽

を助けるとともに除草の手問を

省くことができる。

秋作では抑制栽培(収 穫の時期

を遅らせる),春 作では促成栽

培(収 穫の時期を早める)と して

用いられる。 じゃがいものマルチ栽培



一方,春 は北海道産の じゃがいもが,ほ とんど出回 らない季節で

ある。このため,島 原半島の じゃがいもは,生 食用(料 理用)と して全

国的に必要 とされ,単 価も高くなる。

収穫のようす(雲仙市)

2空 港・高速道路を利用 した園芸農業

カー ネー シ ョン栽培(大 村市)

「花と歴史と技術のまち」

これ は,大 村 市のキ ャッチ

フレーズである。

大村市では,1975(昭 和

50)年 の長 崎空港の開港 と

ともに空港を利用 した農業

が進められた。

ジ ェッ ト機を利用 して,新 鮮な花や野菜を全国へ出荷する新 し

い農業を始めたのは,大 村市福重地区の人々である。

人々は,空 港を利用 したカーネーションづくりに目をつけ,土 壌

改良をおこなうとともに新 しい品種や技術を取 り入れ,品 質の良い

カーネーションづくりに努力 した。また,市 場の拡大に努めた結果

「福重カーネーション」(現 在は 「大村カーネーション」 とよばれ

ている)と して生産量のほとんどを関西地区へ出荷するようになっ

た。

1990(平 成2)年1月 に高速道路 が開通 し,現 在では トラック

で関西地区及び関東地区まで1日 で行けるようにな ったため,福 重



地 区の人 々は,カ ー

ネー シ ョンの輸 送を

ジ ェ ッ ト機 か ら ト

ラ ックへ き りかえ る

こ とに した。 トラッ

ク輸送 は,輸 送 費 が

安 く,積 み か えの必

要も な い。 また,保 福重 地 区の カ ー ネー シ ョン団 地

冷車も利用でき,花 のいたみが少ないという利点がある。

現在では,夏 場の生産が少なかったアスパラガスやいちじくな ど

の出荷も可能とな り,新 しい産地づくりが進められている。

生産者 消費者

出荷 商店

関西 ・関東方面 花市場

3養 殖の盛んな町

五島列島福江島の北東部 にある奥浦地区や南西部の玉之浦町,ま

た奈留島においては,ク ロマグロの養殖が盛んに行われている。こ

の地域における養殖業をさらに発展させる可能性を秘めた施設が,

玉之浦町荒川地区に誕生 した 『ツナ ドリーム五島』と『ツナ ドリーム

五島種苗センター』である。この施設 では,ク ロマグロ資源の減少が

懸念 されるなか,豊 田通商 という会社 と,世 界で初めて完全養殖技

術を成功 させた近畿大学が連携 して,ク ロマグ ロの完全養殖に取 り



組んでいる。完全養殖とは人工ふ化から育てた成魚が産卵 し,そ の

卵を再び人工ふ化 させることで,天 然の卵や幼魚 に頼 ることのない

養殖 である。

クロマグロが卵から稚魚になるまで

『ツ ナ ド リ

ー ム 五 島 種 苗

セ ン タ ー』で

は,陸 上 水 槽

で,養 殖クロマ

グ ロの 卵 を ふ

化 させ て稚 魚

まで育て上げる取組が行われている。上の図は,卵 から稚魚になる

までの様子を表 したものである。

『ツナ ドリーム五島種苗センター』で育 った稚魚 は,施 設 から船で

10分 ほどの距離に位置する 『ツナ ドリーム五島』の海上いけすへ送

られ る。そこで,体 長30cmの ヨコワと呼ばれ る幼魚まで育てられ,

日本全 国の養殖 業者 に出荷

される。その後,そ れぞれの

養殖業者 によって約40kg

以上の成魚まで育てられ,私

たちの食卓に届 くのである。

また,「ツナ ドリーム五島』

で は幼 魚の一部 を継続 して

育成 し,成 魚「近大マグ ロ」を

出荷 している。

『ツナ ドリーム五 島』にお け る幼 魚 への餌 や り

親魚と して育成 し,産 卵 した卵を 『ツナ ドリーム五島種苗センタ

ー』で育てるなど,五 島でク ロマグロの完全養殖サイクルを回 して

いる。

クロマグロの完全養殖サイクル



● 「ふ る さ と 長 崎 県 」 に で て く る 第 一 次 産 業

水産 業につ いて ……P.3～4

○沖合 漁業 の基地 ○大村湾 や浅茅 湾の真 珠の養 殖

○有 明海沿岸 のの り ・わ かめの養殖 な ど

○壱 岐の水産 業 いか ・ぶ りな ど(P .23)

○対 馬 の水 産業 あな ご(P .25)

農業 につ いて

○諫早 平野 … …長崎 県第一 の穀倉地 帯(P .10)

○東 彼杵町 の茶(P.17)

○松浦 市 ・佐 世保市 ・佐 々町の メ ロン ・いち ごな ど(P .19)

○壱 岐の米 ・葉 たば こ(P .22)

○対馬 の しいた け(P .26)

●参考資料

みかんとびわの収穫量

長崎
6%

みかん

令和5年 和歌山
21%

静岡
16%

愛媛
15%

熊本
12%

その他
30% 681,600t

愛媛
6%

び わ

令和6年
長崎
32%

千葉
19%

鹿児島
7%

香川

6%
その他
30% 2,180t

離島や半島が多い長崎県 にとって農業は,地 域活性

化や雇用の場の確保などからも重要な役割を果たす基

幹産業です。

本県の農業は,傾 斜 が急などの不利な地形条件であ

るにもかかわらず,令 和2年 の本県 の農業産出額 は

1,491億 円(全 国21位)と10年 前から約100億 円増

加 して全国順位も1位 上がってお り,生 産農業所得 に

おいても593億 円(全 国22位)と,10年 前の約1.5倍

に増加 して全国順位も6位 上がっています。



農業が盛んになって子供たちが増えている地域

「八斗木白葱」 収穫期を迎えたねぎ畑

雲仙市の八斗木地区は,H23
～H29年 区画整理 と畑地かんが

い整備 と収穫機械導入により,

特産品である白ねぎの生産コス

トを低減 し,農 家の収入も大き

く増えた。このことにより,農

家のあと継ぎが増え,地 域の小

学校の児童数も増加 し,地 域の

活性化に貢献している。

日本一のみかんの産地

佐世保市で栽培されている 「させぼ温州」

佐世保市のみかん産地の皆さん

長崎県で生産される温州みかんは,市 場や消費者の評価が

高く,28年,30年 は販売単価が日本一となった。その原動

力は,土 壌に雨水が入らないようにシー トで覆い,甘 くてお

いしいみかんをつくる技術である。

この栽培方法をいち早く取 り入れ,産 地に拡大 したJAな がさき西海させぼ地区かんきつ部会は,第55

回農林水産祭で天皇杯を受賞 した。また,こ こで発見された 「させぼ温州」の中から糖度14度 以上で食

味,外 観に優れた果実は 「出島の華」として出荷され,全 国 トップレベルの販売価格で取引されている。

増 えて います。た くま しい新規就農者 ※

就農希望者の研修風景 就農希望者の研修風景

※新規就農者とは…新たに農業をはじめようとする人のこと

長崎県では新たに農業を始

める人を増やすため,就 農の

相談から就農に必要な農地や

機械などの手当てなど切れ目

ない支援を行っている。農業

の経験がない場合でも,農 業

経営や栽培技術など就農に必

要な幅広い知識を習得できる

研修システムも構築 している

ので,農 家のあと継ぎに限ら

ず,農 家出身者以外や県外か

らの移住も増加している。
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